
第
十
三
章
役
員
の
活
躍

一
重
役
陣
の
更
迭
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昭
和
の
は
じ
め
ご
ろ
、
重
役
陣
の
変
動
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
先
ず
そ
の
初
め
は
、
大
正
十
五
年
一
月
一
日
、
専
務
取
締
役
松
下

領
三
の
自
動
車
事
故
に
よ
る
逝
去
に
端
を
発
し
た
。
即
ち
、
わ
が
国
民
に
と
っ
て
は
、
伝
統
的
に
守
ら
れ
て
来
た
目
出
度
い
年
の
始
め

の
祝
日
が
、
松
下
に
対
す
る
最
悪
の
厄
日
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
新
年
祝
賀
式
を
済
せ
た
帰
り
が
け
、
通
三
丁
目
市
電
停
留
所
で
、

東
京
乗
合
自
動
車
の
バ
ス
に
溌
ね
ら
れ
、
手
当
の
甲
斐
も
な
く
即
日
死
去
し
た
。
原
因
は
泥
酔
し
て
い
た
運
転
手
の
過
失
に
よ
る
も
の

で
、
同
社
は
深
く
遺
憾
の
意
を
表
し
、
慰
籍
料
を
贈
っ
て
弔
意
を
表
し
た
。
し
か
し
松
下
夫
人
は
こ
れ
を
辞
退
し
、
む
し
ろ
そ
の
金
子

を
以
っ
て
、
本
社
前
の
電
車
停
留
所
に
安
全
地
帯
を
つ
く
り
、
今
後
こ
う
し
た
い
た
ま
し
い
災
害
が
再
び
起
ら
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し

い
と
申
出
た
。
、
ハ
ス
会
社
は
直
ち
に
こ
の
提
言
を
い
れ
、
本
社
前
の
停
留
所
に
安
全
地
帯
を
設
置
し
た
。
今
は
路
線
が
廃
止
さ
れ
て
い

る
銀
座
線
で
あ
る
か
ら
そ
の
跡
さ
え
見
ら
れ
な
い
が
、
四
十
有
余
年
の
永
い
間
、
激
し
い
交
通
地
獄
か
ら
乗
客
の
命
を
守
り
つ
づ
け
た

功
績
は
偉
大
で
あ
り
、
松
下
遺
族
の
其
挙
は
、
秘
話
と
し
て
も
東
京
都
交
通
史
に
止
め
て
お
き
度
い
も
の
で
あ
る
。

松
下
領
三
は
、
大
正
八
年
一
月
、
山
崎
信
輿
が
社
長
に
就
任
し
た
時
、
専
務
取
締
役
の
職
に
つ
き
、
爾
来
相
扶
け
て
丸
善
の
発
展
に

精
力
的
な
活
躍
を
つ
づ
け
て
来
た
。
今
丸
善
に
於
け
る
彼
の
経
歴
を
拾
っ
て
見
る
と
、
明
治
四
十
一
年
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
卒
業
、
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同
年
八
月
十
一
日
丸
善
株
式
会
社
に
入
社
、
明
治
四
十
四
年
十
月
十
一
日
仕
入
課
長
と
し
て
商
業
視
察
の
た
め
欧
州
へ
出
張
、
大
正
二

年
一
月
一
一
十
一
日
帰
朝
、
大
正
五
年
一
月
二
十
四
日
取
締
役
に
就
任
、
大
正
八
年
一
月
二
十
四
日
専
務
取
締
役
就
任
、
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
重
役
陣
の
移
動
に
つ
い
て
松
下
の
死
後
の
状
勢
を
見
る
と
、
取
締
役
の
定
数
は
従
来
六
名
で
あ
っ
た
が
、
松
下
の
死
去
に
伴
い

一
名
の
欠
員
を
見
、
昭
和
二
年
の
満
期
改
選
の
時
に
は
、
五
名
が
そ
の
ま
ま
重
任
し
、
取
締
役
の
補
充
を
行
わ
な
か
っ
た
。
》
）
の
う
ち

斎
藤
定
四
郎
も
又
昭
和
一
一
年
七
月
十
七
日
死
亡
し
た
の
で
、
本
店
副
支
配
人
兼
書
籍
部
長
の
八
田
庄
治
が
、
同
年
八
月
二
十
四
日
取
締

役
に
選
任
さ
れ
た
。
次
で
昭
和
四
年
八
月
一
一
十
四
日
取
締
役
を
一
名
増
員
し
て
再
び
六
名
と
な
し
、
監
査
役
鈴
木
仁
一
郎
が
新
た
に
取

締
役
に
就
任
し
、
昭
和
五
年
二
月
の
満
期
改
選
に
際
し
て
は
更
に
取
締
役
を
一
名
増
員
し
て
七
名
と
な
し
、
従
来
の
六
人
の
外
に
新
た

に
監
査
役
松
下
未
三
郎
が
取
締
役
に
就
任
し
た
。
然
し
翌
六
年
一
月
十
三
日
松
下
未
三
郎
が
、
四
月
五
日
に
は
松
下
包
次
郎
が
残
し
た

が
、
こ
の
二
人
の
補
欠
選
挙
は
行
わ
ず
、
昭
和
十
一
年
二
月
に
至
る
ま
で
取
締
役
は
五
人
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
次
い
で
昭
和
十
一
年
一
一

月
の
満
期
改
選
期
に
至
り
右
五
人
の
外
監
査
役
で
あ
っ
た
金
原
巳
三
郎
が
新
た
に
取
締
役
に
就
任
し
、
取
締
役
は
六
人
と
な
っ
た
。

尚
、
松
下
領
三
の
死
後
山
崎
社
長
が
専
務
取
締
役
を
兼
ね
、
暫
く
専
務
取
締
役
は
置
か
れ
な
か
っ
た
が
、
昭
和
五
年
二
月
二
十
四
日
、

取
締
役
八
田
庄
治
が
新
た
に
専
務
取
締
役
に
就
任
し
た
。

監
査
役
の
定
数
も
、
昭
和
三
年
一
一
月
迄
は
二
名
で
、
鈴
木
仁
一
郎
と
金
原
巳
三
郎
の
二
人
が
、
引
き
つ
づ
き
重
任
し
て
そ
の
責
に
任

じ
た
が
、
満
期
改
選
に
当
り
定
数
を
三
名
に
増
し
、
松
下
未
三
郎
が
新
た
に
監
査
役
と
な
っ
た
。
こ
の
中
鈴
木
仁
一
郎
は
、
昭
和
四
年

八
月
一
一
十
四
日
に
、
松
下
末
三
郎
は
、
昭
和
五
年
一
一
月
一
一
十
四
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
取
締
役
に
転
任
し
、
新
た
に
小
柳
津
宗
吾
が
昭
和
五

年
一
一
月
二
十
四
日
監
査
役
に
選
任
さ
れ
、
金
原
巳
一
一
一
郎
と
二
人
で
そ
の
衝
に
当
っ
た
。



行
わ
れ
た
の
が
、

こ
う
し
た
首
脳
陣
の
更
新
。
強
化
は
云
う
ま
で
も
な
く
世
界
的
不
況
の
あ
お
り
を
喰
っ
た
我
が
国
の
商
業
、
特
に
消
費
経
済
に
た
よ

っ
た
丸
善
の
商
売
を
一
新
し
、
体
勢
を
挽
回
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
国
内
の
需
要
に
依
存
し
て
、
輸
入
一
辺
倒
に
傾
い
て
い
た

消
極
的
商
法
を
転
換
し
、
海
外
に
新
市
場
を
開
拓
し
て
積
極
的
に
進
出
を
計
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
此
の
試
み
の
現
わ
れ
と
し
て

海
外
商
業
視
察
員
の
派
遣

海
外
派
遣
旅
商
団
へ
の
参
加

二
海
外
商
情
の
視
察
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の
二
つ
で
あ
っ
た
。
先
ず
前
者
に
つ
い
て
見
る
と
、
大
正
十
五
年
、
商
工
省
で
は
我
が
国
の
貿
易
振
興
を
図
る
目
的
で
、
代
表
的
実
業

家
二
十
名
を
選
出
し
て
旅
商
団
を
組
織
せ
し
め
、
之
に
補
助
金
を
与
え
て
世
界
各
国
に
派
遣
す
る
こ
と
を
考
え
、
そ
の
人
選
を
各
組
合

に
委
嘱
し
た
。
そ
こ
で
東
京
実
業
組
合
連
合
会
で
は
、
東
京
文
具
業
界
の
代
表
と
し
て
、
丸
善
の
イ
ン
キ
部
長
杉
浦
靖
を
推
薦
し
た
。

丸
善
は
双
手
を
挙
げ
て
こ
の
企
画
に
賛
同
し
て
い
た
か
ら
、
杉
浦
に
声
援
を
送
っ
て
そ
の
行
を
盛
ん
に
し
た
。
杉
浦
は
旅
商
団
第
一
班

涯
参
加
し
た
が
、
こ
の
班
は
杉
浦
の
他
左
の
三
人
計
四
人
か
ら
成
っ
て
い
た
。
即
ち

名
古
屋
綿
織
物
業
界
代
表
中
村
吉
造
大
阪
砿
郵
鉄
器
業
界
代
表
広
瀬
新
市
大
阪
雑
貨
業
界
代
表
水
落
慶
雄

で
、
一
行
は
主
と
し
て
東
亜
各
地
に
販
路
を
広
め
る
の
が
目
的
で
、
大
正
十
五
年
八
月
十
九
日
伏
見
丸
に
乗
船
し
て
神
戸
を
出
港
し
た
。

一
行
は
先
ず
イ
ン
ド
シ
ナ
に
渡
り
、
そ
の
後
北
上
し
て
満
州
に
ま
で
達
し
、
昭
和
二
年
三
月
二
十
五
日
に
帰
朝
し
た
。
見
本
市
を
開
い



バ
ン
コ
ッ
ク

盤
谷

サ
イ
ゴ
ソ

西
貢

〈
ノ
イ
‘

河
内

ハ
イ
‐
ブ
ナ
ソ

海
防

ホ
ソ
コ
ソ

香
港

カ
ン
ト
ソ

広
東

ツ
ヤ
ソ
ハ
イ

上
海

テ
ソ
シ
ソ

天
津

チ
ソ
タ
オ

青
島

タ
イ
レ
ソ

大
連

チ
亭
ワ
シ
ユ
ン

長
春

ホ
ウ
テ
ン

奉
天

ハ
ル
ピ
ン

吟
爾
賓

大
正
十
五
年
九
月
十
五
日
’
十
九
日

同
年
十
月
八
日
’
十
三
日

同
年
十
一
月
八
日
１
九
日

同
年
十
一
月
十
三
日
’
十
五
日

同
年
十
一
月
三
十
日
１
十
二
月
一
日

同
年
十
二
月
六
日
’
七
日

同
年
十
二
月
二
十
一
一
一
、
二
十
四
日

昭
和
一
一
年
一
月
二
十
一
日
’
二
十
五
日

同
年
一
月
二
十
九
日
’
三
十
一
日

同
年
二
月
十
三
日
１
十
五
日

同
年
二
月
二
十
四
日
’
二
十
七
日

同
年
三
月
八
日
、
九
日

同
年
三
月
十
五
日
’
十
七
日

91鋸

た
各
主
要
都
市
は
次
の
通
り
で
あ
る
。



こ
の
旅
商
団
の
派
遣
は
相
当
の
成
績
を
収
め
、
丸
善
文
具
類
の
海
外
進
出
に
も
大
い
に
役
立
っ
た
。
尚
、
各
地
の
見
本
市
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
「
日
本
商
工
省
後
援
旅
商
第
一
班
文
具
代
表
杉
浦
辱
報
告
書
」
（
昭
和
二
年
七
月
東
京
市
文
具
卸
商
同
業
組
合
出
版
）
に
委

し
い
・

三
「
米
国
瞥
見
記
」
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こ
れ
に
気
を
得
た
丸
善
は
、
そ
の
独
自
の
見
解
に
よ
り
、
海
外
取
引
先
と
の
交
歓
並
に
外
国
の
商
業
状
況
視
察
の
た
め
欧
米
視
察
員

を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
、
取
締
役
八
田
庄
治
と
書
籍
部
長
伊
藤
四
良
の
両
人
を
選
ん
だ
。
二
人
は
昭
和
六
年
五
月
七
日
、
横
浜
解
績

の
秩
父
丸
に
乗
り
、
ホ
ノ
ル
ル
を
経
由
し
て
五
月
二
十
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
し
た
。
そ
の
後
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
、
シ
カ
ゴ
、

ク
リ
ー
プ
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ボ
ス
ト
ン
等
を
訪
問
し
、
七
月
二
十
三
日
に
は
ロ
ン
ド

ン
に
到
着
し
た
。
滞
英
一
か
月
半
余
り
で
、
更
に
長
駆
し
て
欧
州
大
陸
に
渡
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ヘ
ー
グ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
経
て
ド

イ
ツ
に
入
り
、
ベ
ル
リ
ン
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
、
ド
レ
ス
デ
ン
等
に
遊
び
、
そ
の
間
プ
ラ
ー
グ
、
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
、
再
び
戻
っ
て
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
、
ス
ッ
ッ
ッ
ガ
ル
ト
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
、
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
等
を
視
察
し
た
。
そ
の
後
イ
タ
リ
ー
に
入
り
、
ミ
ラ
ノ
ヘ

ト
リ
ノ
、
ロ
ー
マ
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
古
跡
に
杖
を
引
き
、
反
転
し
て
再
び
ス
イ
ス
の
尋
へ
ル
ン
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
を
探
訪
し
て
、
パ
リ
に

赴
い
た
。
滞
巴
期
間
約
半
か
月
、
充
分
に
鋭
気
を
養
っ
た
結
果
、
新
た
に
笈
を
負
う
て
北
行
し
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
に
渡

り
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
入
り
オ
ス
ロ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
を
巡
り
、
再
び
ベ
ル
リ
ン
に
戻
り
、
十
二
月
十
一
日
マ
ル
セ
ー
ユ
出
帆
の
白
山

丸
に
乗
り
、
翌
七
年
一
月
十
四
日
、
八
か
月
の
旅
を
終
え
、
無
事
神
戸
港
に
帰
っ
て
来
た
。
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彼
ら
が
欧
州
各
地
を
巡
遊
中
に
満
州
事
変
（
六
年
九
月
十
八
日
）
が
起
り
、
こ
れ
に
伴
う
満
州
国
撤
兵
勧
告
案
が
国
際
連
盟
の
理
事

会
に
上
程
さ
れ
、
わ
が
国
の
全
権
団
（
芳
沢
謙
吉
駐
仏
大
使
。
松
平
恒
雄
駐
英
大
使
。
佐
藤
尚
武
駐
白
大
使
）
の
反
対
が
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
十
月
十
一
一
日
の
再
開
理
事
会
で
十
一
一
一
対
一
の
絶
対
多
数
で
可
決
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
政
治
上
の
問
題
が
会

う
入
ご
と
の
話
題
と
し
て
上
っ
た
が
、
勿
論
彼
ら
に
は
的
確
な
ニ
ュ
ー
ス
源
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
関
す
る
知
識
は
欧

米
人
並
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
こ
れ
が
た
め
今
回
の
海
外
派
遣
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
取
引
先
と
の
親
善
。
交
歓
が
疎
外
さ
れ
は
し
な
い

だ
ろ
う
か
と
い
う
懸
念
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
幸
い
に
し
て
事
変
発
生
直
後
、
英
国
が
金
輸
出
再
禁
止
を
断
行
し
、
米
国
内
に
も
深
刻
な

パ
ニ
ッ
ク
が
起
り
、
欧
米
諸
国
と
も
そ
の
影
響
を
可
成
き
び
し
く
受
け
た
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
む
し
ろ
関
心
は
経
済
問
題
に
集
中
さ
れ

る
傾
向
が
あ
っ
た
。
八
田
庄
治
は
、
昭
和
七
年
一
月
十
五
日
付
の
「
神
戸
又
新
日
報
」
に
帰
朝
談
を
載
せ
、
欧
米
の
出
版
界
が
経
済
不

況
の
影
響
を
切
実
に
う
け
て
、
大
量
出
版
を
一
時
差
し
控
え
、
廉
価
版
。
普
及
版
の
出
版
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
の
は
、

洋
書
輸
入
専
門
店
の
重
役
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
、
実
業
家
の
見
た
欧
米
経
済
界
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
の
叙
述
は
、
む
し
ろ
好
感
が

持
た
れ
る
。
尚
、
両
人
共
著
の
「
米
国
瞥
見
記
」
と
題
す
る
小
冊
子
が
昭
和
九
年
五
月
に
印
刷
さ
れ
関
係
者
に
配
布
さ
れ
た
が
、
予
定

さ
れ
た
「
欧
洲
瞥
見
記
」
は
、
遂
に
刊
行
さ
れ
ず
に
終
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
米
国
瞥
見
記
」
は
、
四
六
判
（
Ｂ
六
相
当
）
一
二
八
頁
の
小
冊
子
で
あ
る
が
、
見
聞
し
た
処
を
要
領
よ
く
ま
と
め
、

時
に
戯
談
や
皮
肉
な
ど
を
交
え
た
好
読
物
で
、
ま
た
時
に
は
快
気
炎
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
で
も
「
か
の
国
学
ぶ
に
足
ら
ず
」

と
喝
破
し
た
痛
快
な
記
事
が
あ
る
か
ら
、
次
に
こ
れ
を
掲
げ
て
見
よ
う
。
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副謡

七
月
一
日
（
水
）
暑
熱
（
華
氏
九
十
五
度
）

（
略
）
取
引
先
訪
問
の
後
、
我
国
外
遊
者
の
噂
に
上
る
陣
２
国
ロ
○
》
の
（
ブ
レ
ン
タ
ノ
書
店
）
を
視
察
し
た
。
間
口
十
二
間
位
、
地

階
（
日
本
の
一
階
）
は
文
具
、
内
地
出
版
書
、
一
階
（
日
本
の
一
一
階
）
は
輸
入
書
を
陳
列
。
係
に
聞
く
と
美
術
及
び
児
童
用
書
の

或
種
に
は
輸
入
税
を
払
ふ
が
一
般
は
無
税
で
あ
る
と
、
こ
の
点
前
に
述
べ
た
の
と
多
少
相
違
し
て
ゐ
る
。
輸
入
害
の
陳
列
に
は
大

体
分
類
し
て
居
る
が
棚
に
は
分
類
表
示
板
が
な
く
、
客
の
質
問
に
よ
り
一
倉
答
へ
る
と
云
ふ
。
（
略
）
地
下
室
は
内
外
の
雑
誌
を

多
数
陳
列
し
て
一
冊
売
を
し
て
ゐ
る
。
外
に
国
内
出
版
の
赤
本
多
数
、
奥
に
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
号
の
Ｒ
甘
威
Ｏ
ｐ
ｐ
の
胃
．
（
雑

誌
予
約
部
）
と
掲
示
し
て
あ
る
。
此
店
は
地
下
室
、
地
階
一
階
を
併
せ
て
の
広
さ
、
凡
そ
我
社
の
店
頭
、
階
上
階
下
全
部
位
で
あ

る
。
要
す
る
に
自
国
物
赤
本
の
山
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

米
人
は
専
門
家
だ
け
が
①
①
風
○
口
の
国
○
○
房
（
重
要
書
籍
）
を
読
ん
で
発
明
、
創
案
に
資
し
、
大
衆
は
唯
機
械
に
こ
き
使
は
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
随
っ
て
大
衆
の
仕
事
は
無
味
乾
燥
を
免
れ
な
い
か
ら
、
勤
労
時
間
後
の
彼
等
は
ひ
た
す
ら
歓
楽
を
追
は
ざ
る
を

得
な
い
や
う
に
な
り
、
迎
も
肩
の
凝
る
本
な
ど
手
に
す
る
気
に
は
な
れ
な
い
も
の
ら
し
い
。
我
国
の
所
謂
洋
行
帰
り
が
プ
レ
ン
タ

ノ
の
大
を
称
ふ
る
の
を
屡
禽
耳
に
し
た
け
れ
ど
も
、
我
等
の
目
か
ら
見
れ
ば
大
し
た
こ
と
は
な
く
、
結
局
輸
入
書
店
と
し
て
は
断

然
我
社
が
世
界
一
と
言
っ
て
よ
い
。
此
の
点
世
界
に
誇
る
ぺ
し
で
あ
る
。
然
り
而
し
て
我
社
が
多
大
の
犠
牲
を
払
っ
て
日
本
文
化

の
躍
進
に
寄
与
し
つ
つ
あ
る
功
績
に
対
し
て
、
願
く
は
大
方
の
識
者
が
更
に
認
識
を
深
め
ら
れ
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
略
）

以
っ
て
自
信
満
冬
商
魂
の
た
く
ま
し
さ
が
窺
え
る
で
は
な
い
か
。


